
高齢者虐待防止
～通報事例から考える！高齢者虐待～

令和５年度 神奈川県高齢者福祉施設協議会（動画研修）
 

社会福祉法人神奈川県社会福祉事業団
橫須賀老人ホーム

理事（兼）所長 佐野 芳彦
（社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員・認知症介護指導者）



養護者
日常的に世話をし
ている家族・親族
など、高齢者を現
に養護している人

養介護施設従事者
老人福祉法・介護
保険法に定める養
介護施設・事業の
業務に従事する人

高齢者

65歳以上の
人

（＋養介護施
設・事業を利
用する65歳
未満障害者）

身体的虐待

心理的虐待

ネグレクト

性的虐待

経済的虐待

誰が だれに なにを

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援
等に関する法律（平成１８年４月施行）

高齢者虐待防止法の「高齢者」

・６５歳以上の者（介護を要しない者も含む）

・６５歳未満で要介護施設に入所し、その他要介護施設を利用し、又は
要介護事業に係るサービスの提供を受ける障害者

高齢者虐待を「養護者による高齢者虐待」と「養介護施設従事者等に
よる高齢者虐待」に分けて定義



身体的虐待 高齢者の身体に外傷が生じる、
もしくは生じるおそれのある暴行を加えること。

介護・世話の
放棄・放任
（ネグレク
ト）

高齢者を衰弱させるようないちじるしく減食や長時間
の放置を行う、他の同居人による虐待を放置するなど、
養護を著しく怠ること

心理的虐待 高齢者に対するいちじるしい暴言やいちじるしく拒絶的
な対応を行うなど、高齢者にいちじるしい心理的ダメージ
を与える言動を行うこと

性的虐待 高齢者に対してわいせつな行為をすることや、高齢者に
わいせつな行為をさせること

経済的虐待 高齢者の財産を不当に処分することや、高齢者の財産
から不当な利益を得ること、ただし、養護者以外の高齢者
の親族による場合も含む

高齢者虐待防止法の虐待行為
～高齢者が他者からの不適切な扱いにより、権利利益を侵害される状態や生命、健康、生活が

損なわれるような状態におかれること～

・矢吹知之編書『認知症の人の家族支援』 P170 出版 株式会社ワールドプランニング



①いつ
・日時の特定。できない場合おおよその日時、一定期間内に起こったと判断できる場合。

・当該職員の勤務時間外で行われることもある。当該職員が勤務する養介護施設・事業所の利用者を対象として

いれば、勤務時間の内外を問わず、虐待と捉えることができる。

明らかにすべき事実（判断根拠）

②どこで
・場所の特定。難しい場合、おおよその場所の特定しかできない場合であっても、一定の範囲内で行われたと判

断することができれば、事実が確認できたことになる。

④どのような虐待
・何をされたのか。虐待防止法で具体的に規定している内容に該当するかどうか

・例示されている以外にも、虐待相当行為は存在している。想定外の虐待もあり得る。

・虐待内容は多様。判断に迷うこともある。法の趣旨を踏まえ、判例、過去の虐待事例、区の事務連絡等、専門

家等の意見、都道府県、国への照会内容から判断する必要がある。何が行われたかは明白にする。

③だれが
・被虐待者の特定。虐待を受けている人は一人とは限らない。その場合であっても、一人ひとりに対し、どのよう

な虐待の事実があったのかを明らかにする必要がある。通報内容から特定できない場合、情報収集に拠り確

認する。誰から：事実確認では、虐待をしていた職員を特定、確認が必要。

・高齢者への事実確認、当該職員への確認、事業所の管理者（施設長等）、他の職員への聞き取り、介護記録等

の確認など総合的に判断。

・虐待する職員も一人とは限らない。複数の職員であっても、誰が行った虐待なのかを確認する必要。組織ぐる

みの場合は、その管理者（施設長）も虐待者となる。



➢行われた行為のみでなく、高齢者の尊厳
、心身や生活への影響という視点で捉え
る。

➢必ずしも虐待とはいえない場合でも、高
齢者への悪影響、権利利益の侵害がない
かどうか

➢専門家や関係機関からの意見を踏まえて
総合的に判断する。

虐待を判断する目安

『守秘義務』より
『通報義務』が優先



通報事例
（第一報）

退職者からの
通報。所長に話
したが改善されな
かった。退職者は私が辞

めればいいので
対応しないでほ
しい。

行政より調査・改
善計画の命令。そ
の結果を県に報告。
改善できれば処分
は考えていない。

通報者は
守られている

通報事例
（第一報）



①通報

②改善計画の指示
③所内打ち合わせ。
法人本部の報告

④職員聴取

⑤報告書作成

⑥家族への謝罪

⑦家族会への報告

⑧報告書提出

⑨文書指導
⑩文書指導の内容
を本部に報告 ⑪文書指導の内容

を家族会に報告
⑫文書指導の内容
を苦情第三者委
員に報告

通報事例
（経過）



①職員研修

②個別ケアの充実

③第三者委員への
協力依頼 ④職員のメンタルヘルス

⑤話しやすい職場
環境作り

⑥内部委員会の活用

家族への報告と
謝罪

家族説明会開催

当該職員への対応

通報事例
（調査結果に
基づく対応）



通報事例（文書指導）



今回の件は、現場職員だけの責任ではありません。

・フロアに巡回に行っていたが、現場の状況を
把握できていなかった、

・毎月職員研修を行っていたが、学んだ知識
を活かせる研修でなかった、

・定期的な面接は職員の苦悩に気づけなかっ
た毎年ストレスチェックを行っていたが、スト
レスに向き合えていなかった、

当事者職員以上に大いに反省をしています。

通報された事例の背景（当時の所長の言葉）



イライラ
してしまう

周りも
やっているから

あたりまえに
なっている

思うように

利用者が動
いてくれない

カーッと
なってしまう

通報事例（職員の声）



利
用
者

生活環境

仕事環境 生活環境

・監修 認知症介護研究・研修センター『認知症介護実践リーダー研修テキスト』P１３７ 出版 株式会社ワールドプランニング

『不安・イライラに振り回されない 介護のストレスマネジメント』著者 小野寺敦志氏 ナツメ社 ２０１８年 P15

介護職のストレスと利用者の生活環境との関係

介
護
職

向上

悪化

仕事環境

専門職としてよりよい仕
事をするためには、自分
自身の心の健康を保つこ
とが大切。その結果、い
仕事ができ、楽しく仕事
ができれば、それはプラ
スの効果として自分自身
に戻ってきます。

介護職員のストレスに対処する大切さ



ワーク１ （動画を一時停止して）
通報事例からの学びを考えて下さい



不適切なケア（グレーゾーン）には

『 』を振り返る事が重要
。 ・認知症介護研究・研修仙台センター『介護現場のためのストレスマネジメント支援テキスト』

日々のケア

「高齢者虐待」と「不適切なケア」
～不適切なケア（グレーゾーン）には定義がない～

【不適切なケアの例】
・利用者の前で申し送りをする。
・利用者の前で「便がでた」と話す
・本人や家族が希望しないのにセカンド
ネームで呼ぶ。

・ご利用者が立ち上がると理由も聞かず
に直ぐにトイレに誘導する。

・時間をかければ自分で食べることが出
来るが、すべて食べさせる。

・「さっきも言いましたよ」とご利用者に対
して言う。

・声かけなしに、ベッドから車いすに移乗
させる。

・職員を呼んでも「ちょっと待って」と言わ
れ、そのまま来ない。



⚫速やかな初期対応

⚫利用者の安全確保

⚫正確な事実確認（情報を隠さない）

⚫組織的な情報共有と対策の検討

⚫本人・家族への説明や謝罪、関係機関へ
の連絡

⚫原因分析と再発防止の取り組み

・認知症介護研究・研修仙台センター『施設・事業所における高齢者虐待防止学習テキスト』 P17

高齢者虐待・不適切なケアが起きたらどうするか



背景となる要因を捉える

『施設・事業所における高齢者虐待テキスト』P16
社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究研修仙台センター

・組織運営は健全化？

・負担・ストレスや組織風土に問題はないか？

・チームアプローチは機能しているか？

・倫理観を持ち、コンプライアンス

（法令順守）を考えているか？

・ケアの質は保たれているか？



「不適切なケア」から考える

『施設・事業所における高齢者虐待テキスト』P13
社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究研修仙台センター

・「養介護施設等による高齢者虐待」の問題は、「不適
切なケア」の問題から連続的に考える必要がある。

・直接的に虐待を生み出さなくとも、放置されることで
、虐待の発生を助長する

・「不適切なケア」の背景要因として捉えられる背景要

因は相互に関連していることが多い

「不適切なケア」の段階で発見し、「虐待の芽」を

摘む取り組みが求められる



□高齢者虐待防止法のポイントを知っているか

□不適切なケアの日々の振り返りができているか

□ストレスや怒りをコントロールする方法を知っている
か

□気づかせてくれる職場になっているか

□職員を支える職場になっているか

最後に
～高齢者虐待・不適切なケアの防止策のチェック事項～

ぜひ振り返ってみてください。
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